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フヨウのはなし 2021.08.24 

アオイ科フヨウ属の落葉低木で、夏を代表する花木として親しまれています。中国が原産

とされていますが、九州、四国、沖縄にも自生しています。花は朝開くと夕方には萎んで

しまいますが、毎日次々と開花するので、長い間楽しめます。1 日で枯れてしまう儚さか

ら、美しい女性の例えとして使われ、室町時代にはすでに観賞用として栽培されていた記

録があります。「芙蓉」とはもともとは中国での「蓮」の別名ですが、ハスの花に似てい

ることからフヨウと名づけられたそうです。柔らかな花姿はいかにも日本的ですが、ハイ

ビスカスやフウリンブッソウゲ、ウナヅキヒメフヨウなどトロピカルな仲間たちが温室を

賑わせています。また、酔芙蓉（すいふよう）という品種があり、朝開いた白い花が、夕

方になるにつれ赤く色付き、まるでお酒に酔ったように色を変える仲間もいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


